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動力漁船登録申請書 記載例 

 

 

 

動 力 漁 船 登 録 申 請 書 

 

令和○○年○○月○○日 

 

 三重県知事  ○○ ○○  あて 

住 所   津市広明町１３ 

（フリガナ）        ミエ  タロウ 

氏名又は名称    三重 太郎       

 

下記により漁船の登録を受けたいので、漁船法第10条第２項の規定により申請します。 

 

記 

（フリガナ）              ミエマル 
１ 船  名          三重丸 

     

２ 使用者の氏名又は名称及び住所  申請者に同じ 

     

３ 漁業種類又は用途      底びき網漁業、刺網漁業、一本つり漁業、雑漁業 

     

４ 主たる根拠地        津市 

     

５ 船  質          ＦＲＰ 

     

６ 総トン数          ４．７ トン 

     

７ 船舶の長さ、幅及び深さ   １０．４５ｍ × ２．８２ｍ ×１．０２ｍ 

 

８ 推進機関の種類及び馬力数  ジーゼル機関  ２５４ｋＷ 

 

９ 無線電波型式及び空中線電力 Ａ３Ｅ－１Ｗ 

 

10 造船所の名称及び所在地   三重造船所  津市栄町 

 

11 進水年月日         平成１２年３月２３日 

     

12 登録の原因         譲受 

 

備考  船名並びに申請者の氏名又は名称には、フリガナをつけること。 
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漁船変更登録申請書 記載例 

 

 

漁 船 変 更 登 録 申 請 書 

 

令和○○年○○月○○日 

 三重県知事 ○○ ○○ あて 

住 所  津市広明町１３ 

（フリガナ）     ミエ  タロウ 

氏名又は名称  三重 太郎     

 

下記により漁船の変更登録を受けたいので、漁船法第17条の規定により申請します。 

記 

１ 改 造 許 可 番 号      第 ○○－○○  号 

２ 許 可 年 月 日      平成○○年○○月○○日 

３ 船名及び登録番号      三重丸  ＭＥ３－○○○○○ 

４ 変 更 事 項 

事     項 変  更  前 変  更  後 

( フ リ ガ ナ ) 

船 名 

ミエマル 

三重丸 同左 

漁業種類又は用途 
刺網漁業 

一本つり漁業 

底びき網漁業 

刺網漁業 

一本つり漁業 

操 業 区 域 沿岸 同左 

主 た る 根 拠 地 津市 同左 

船 質 ＦＲＰ 同左 

総 ト ン 数 ４．４トン 同左  トン 

船 舶 の 長 さ 

幅 

深 さ 

１０．４５ｍ 

２．８２ｍ 

１．０２ｍ 

ｍ 

同左   ｍ 

ｍ 

推進機関の種類 ジーゼル機関 同左 

馬 力 数 ２５４ｋＷ 同左 

無線電波の型式 

及び空中線電力 
Ａ３Ｅ－１Ｗ 同左 

漁船の使用者の 

氏 名 又 は 名 称 
三重太郎 三重太郎、三重次郎 

漁船の使用者の住所 津市広明町１３ 
津市広明町１３、津市

栄町１－９５４ 

造 船 所 の 名 称 三重造船所 同左 

 

５ 変更の理由   漁業種類の追加、使用者の追加 
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申請内容明細書 記載例 

 

申 請 内 容 明 細 書 

１ 申請者 

住 所 津市広明町１３ 

氏名又は名称 三重 太郎 

所 属 組 合 資源管理 漁業協同組合（   漁船  支所・事業所） 

 

２ 使用者 

住 所 津市広明町１３、津市栄町１－９５４ 

氏名又は名称 三重 太郎、三重 次郎  

所 属 組 合 資源管理 漁業協同組合（   漁船  支所・事業所） 

申請者と同じ場合は「申請者と同じ」と記載してください。 

３ 申請漁船 

船  名 登録番号 総トン数 馬力数 

三重丸 ＭＥ３‐○○○○○ ４．４トン ２５４ｋＷ 

新規登録（新造、転用、抹消船再用、県外から譲受）の場合、登録番号は記載不要 

 

４ 漁業種類の内容 

漁業種類 
漁業許可申請（起業認可申請）を同時申請している場合は
該当する項目に○を記入 

漁業許可番号 
起業認可番号 

底びき網漁業 新規・廃止代船・内容変更・その他（    ）  

刺網漁業 新規・廃止代船・内容変更・その他（    ） 刺第○○号 

一本つり漁業 新規・廃止代船・内容変更・その他（    ）  

漁業 新規・廃止代船・内容変更・その他（    ）  

（※）既に漁業許可番号、起業認可番号を受けている場合のみ記載 

 

上記内容明細について調査したところ、当組合員である使用者が申請漁船により漁業

に従事することを認め、これを証明します。 

 

令和○○年○○月○○日 

 

漁業環境 漁業協同組合 

代表理事組合長 農林 一郎  印 

（※

） 
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漁船建造許可申請書 記載例 

 

漁 船 建 造 許 可 申 請 書 
令和○○年○○月○○日 

 

（農林水産大臣       殿） 

 三重県知事 ○○ ○○  あて 

住 所     津市広明町１３ 

氏名又は名称  三重 太郎   

 

下記により動力漁船の建造の許可を受けたいので、漁船法第４条第３項の規定により関係書類

を添えて申請します。 

 

記 

 

１ 船 名           三重丸 

２ 漁業種類又は用途      刺網漁業、一本つり漁業  

３ 操業区域          沿岸、沖合 

４ 主たる根拠地        津市 

５ 計画総トン数        ４．４ 

６ 船舶の長さ、幅及び深さ   １０．４５ｍ × ２．８２ｍ × １．０２ｍ 

７ 船  質          ＦＲＰ 

８ 建造を行う造船所の名称及び所在地 

  三重造船所 津市栄町１－９５４  

９ 推進機関の種類、馬力数並びにシリンダの数及び直径   

ジーゼル機関 ２５４ｋＷ   ６×１１０mm 

10 推進機関の製作所の名称及び所在地 

                津農林水産（株） 津市桜橋３－４４６－３４ 

11 起工、進水及びしゅん工の予定期日 

起  工    令和○○年○○月○○日 

進  水    令和○○年○○月○○日 

しゅん工    令和○○年○○月○○日 

12 建造に要する費用及びその調達方法の概要 

船  体 ３７，０００，０００円   無線設備  ３，５００，０００円 

推進機関 １５，０００，０００円   ぎ  装  ８，５００，０００円 

冷凍設備          ０円   そ の 他  ２，５００，０００円 

                    合  計   ６６，５００，０００円 

自己資金  １５，０００，０００円 

借 入 金  ５１，５００，０００円   借 入 先  農林水産銀行 

 

13 建造を必要とする事情      代船建造 
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小型（５ﾄﾝ未満）漁船の総トン数の測度に関する調書 記載例 

 

 

船 名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丸

 Ｆ Ｒ Ｐ　・　鋼　・　軽 合 金　・　木　・　そ の 他 （ ）

2 1 ＝

3 3 ＝

＝

＝

＝

＝

＝

所 在 地

馬 力 数

　　シ　リ　ン　ダ　の　数　×　直　径　×　行　程 ６ × ㎜ × ㎜

型 式

備 考

　　調　査　年　月　日

所　　属

氏　　名

　　　※1 Ｃ：キャンバーが、円形（急激な曲率の変更のないものに限る。）又は三角キャンバーであり、
　その最大の高さが０．１５ｍ未満であるものは考慮しない。

　　　※2 （Ｄｓ－Ｄｍ）の値が0.05（Ｌ/3＋5）ｍ未満であり、別に定める基準に適合する場合は、考慮しない。
　（別に定める基準；船舶のトン数測度の解説19-1-規(1)(ii)）

　　　（注）カタログデータにより作成した場合は、メーカー名、型式名を製造番号等の欄に記載すること。

０．１５２

 上 甲 板 上 の 容 積

０．１５２

８．９８２㎥

　水産　船男

　漁業環境漁業協同組合

3

造 船 所 名 称 三重造船所

推
進
機
関

種 類 ジーゼル機関 ２５４ｋW

製 作 所 名 称

令和4年4月30日

津農林水産（株） ABC１２３－４D

津市　栄町

　　登録深さ（ＤＲ） １．０２ ｍ

１１０ １３６

１．４００

　　合 計 容 積 ２８．９７９ ｍ

３．４０×１．６５×０．８０

２．５０×１．６５×０．７５

４．４８８

　　登 録 幅（ＢＲ） ２．８２ ｍ
２．００×１．４０×０．５０

Ｄ　＝ ＋ 　　　　　

　　登 録 長（ＬＲ） １０．４５ ｍ

＋
　８．２４×０．０８×０．２３

　８．４５×０．２３×０．１５

０．５９６㎥

３．０９４

０．２９２

　８．２４×０．０８×０．２３
Ｄ　＝ Ｄｍ ＋ 　Ｃ※1

 上甲板下その他の容積

＋ （Ｄｓ－Ｄｍ）※2

　　測度深さ（Ｄ） １．００ ｍ

　　測 度 幅（Ｂ） ２．６０ ｍ 　　　（０．６５×Ｌ×Ｂ×Ｄ）

ｍ  上甲板下船体主要部の容積 １９．４０１㎥

　容　　　 積 　　　計 　　　算 　　　欄

　　測 度 長（Ｌ）

　　総　ト　ン　数 ４．４ トン

１１．４８

建 造 ・ 改 造 進 水 年 月 日

所 有者
氏 名 　三重　太郎

住 所 　津市広明町１３

船

体

製 造 番 号 等

調 査 番 号   三重丸

船 質

平成１２年　３月２３日

 

  

ﾒｰｶｰの艇型式が分かる場

合は、型式名を記載。 

合計容積から 27 頁の

総トン数換算表により

トン数を記載。 

値は小数点以下第２位

までを表示（第 3 位を

四捨五入） 

 

キャンバー値、(Ds-Dm)

を計測(22頁) 

下記※１、※２を確認。 

漁協の職員が漁船を確認し作成してくださ

い。カタログデータ、仕様書、造船所計測値の

数値を転記した場合でも数値に間違いがない

か漁船を確認する必要があります。 

ジーゼル機関 

（船内外機）ジーゼル機関 

（船外機）電機点火機関 

（船外機）ジーゼル機関 

電気推進機関  等を記載。 

 

馬力数は漁船法馬力を記載。 

型式の諸元、馬力数が不明な場

合は、販売元又は県へ確認して

ください。 

「上甲板下船体主

要部の容積」「上

甲板下その他の容

積」「上甲板上の

容積」の合計容積

を記載。 

(25,26頁) 

上部構造物(甲板

室等)があれば容

積を算出。舷端が

上甲板の場合は

舷端より上に突

出している部分

が上部構造物。 

(20,23,26頁) 

上甲板下の船体

上部、突出部、張

り出し部、付加物

があれば容積を

算出。 

(20,23,25頁) 

 

 

容積の値は小数点以下第

３位までを表示。 

（第４位を四捨五入） 

 

不明な場合は「不明」

と記載。 

閉囲場所に合算しない容積については、24頁を参照。 
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Ｌは測度長。 

上甲板の下面において船首材の前面から船

尾外板の後面までの水平距離を記載(21頁) 

シアー 

測度長の中央位置で、キール下面から測度長

の前後両端を結んだ線までの垂直距離から測

度深さを引いた値(22頁) 

ＬRは登録長。 

上甲板の下面において船首材の前面

から船尾外板の後面までの水平距離

を記載。舵（舵頭材）等を有しない場

合は、Lに0.9を乗じた値(18頁)。 

キャンバー 

上測度長の中央位置で船体中心線の

上甲板の高さと船側における上甲板

の高さとの差を記載(22頁)。 

Bは測度幅。 

船体最広部の位置で上甲板下の船側外板

の外面から反対側の外面までの寸法を記

載。船側張り出し部がある場合は、両舷に

ついて上甲板下面と張り出し開始部分を

延長した交点間の長さを記載(21頁)。 

DRは登録深さ。 

登録長の中心位置においてキール上面か

ら両舷の船側における上甲板下面を結ん

だ線までの垂直距離を記載(19頁)。 

船体に張り出し部を有しない船舶

は、こちらに記載。防舷材や微小な

FRP 積層は張り出し部と見なしま

せん。 

特殊な船型や旧測度法適用船（S57.7.18施行の新測度法適用以

前の船）の取扱いは、県事務所水産室へご連絡ください。 

船体に張り出し部を有しない船

舶の登録深さ(DR)は、登録長の中

央位置において船底外板の内面

から両舷の船側における上甲板

下面を結んだ面までの垂直距離

を計測。 

BRは登録幅。 

船体最広部の位置でFRP船等の場合は、

船側外版の内面から反対側の内面までの

寸法を記載(19頁)。 

Dmは測度深さ。 

測度長の中央位置でキール下面から

上甲板下面までの垂直距離を記載

(21,22頁)。 

船体に張り出し部を有しない船

舶の登録幅(BR)は、測度幅(B)の

計測値から両舷の板厚分を引い

てください。FRP製であって、板

厚の計測が困難な場合は、1cm

と見なしても構わない。 


